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中山間農村地域 

総面積：６５％ 

総人口：１４％ 

耕地面積：４３％ 

農業産出額：３８％ 

国土面積の74.3％ 
 

（都市計画区域：25.7%） 

農村計画の対象エリア 



本委員会／2期4年／35名 

ルーラルネットWG 
 
アジア農村フォーラムWG 

集落復興再生小委員会 
 
農山村地域組織形成小委員会 
 
農山漁村文化景観小委員会 
 
農村環境共生小委員会 
 
集落居住小委員会 
  
国土計画小委員会 

１０年度～新体制 委員会組織 



農山漁村等の集落地域における 

①これまでの復興再生過程の検証（中越・玄界島） 

②集落再整備計画、住宅再建計画のあり方を議論（中越・玄界島・東北） 

③復興再生計画を支援（東北）  

④被災地の調査、検討会、シンポジウムの開催 

集落復興再生小委員会／15 

少子高齢時代の農山漁村地域をフィールドとし 

①住民主体の地域組織による持続的な地域経営計画と農山村居住環境のあり方の検
討 

② 交流会・共同研究、研究会・シンポジウム開催 

③ 対象とする地域経営組織への活動支援、アドバイザー機能 

④ 住民主体の先進的な地域経営組織全国事例集・冊子作成と公表 

中山間地域組織小委員会／15 



農山漁村の「文化的景観」について 

①文化的景観保全にとり組む先行事例の比較研究 

②現地での座学と現地見学により学ぶフィールドスクールの開催 

③文化的景観におけるEvolutive Conservationの提唱 

④研究成果を発展させ、文化的景観に関する書籍の出版（2011年刊行） 

農山漁村景観保存小委員会／10 

農村環境共生小委員会／7 

農山漁村をとりまく環境において 

①自然と人の生きつづけられる農村環境計画の検討 

②持続可能な農村環境共生デザイン事例の調査・検討 

③災害復興再生農村計画の検討および支援（福島県飯館村） 



我が国の国土計画の空間計画制度のあり方について 

①農村地域の統計的・地理的な分析による実態把握 

②事例地区の調査とそれに基づいた地域に根ざした計画制度の検討 

③諸外国の空間計画制度についてヒアリング調査・研究 

④行政等と公開研究会で意見交換による現行制度の論点整理 

国土計画小委員会／13 

「むらを住み継ぐカタチ」をテーマに 

①過疎地域において集住地を継承する現代的方法の検討 

②家屋のみならず農地・山林・墓などの財産継承の課題検討 

③伝統的住まい方にみる集住地継承の知恵と工夫の抽出 

④先行事例地での研究会の開催 

集落居住小委員会/14 



委員会活動 

調査研究 

シンポジウム・研究会の開催 

国際交流 

 

情報発信 

 

大会研究集会（毎年、研究協議会１回、PDまたは研究懇談会を１回実施） 
 
春期学術研究会（毎年１回実施） 
 
小委員会主催の研究会・ワークショップの実施 

小委員会をベースに外部資金を導入し、各テーマごとに実施 

ＨＰの公開、出版物の刊行 

韓国農村建築学会とほぼ毎年相互交流を実施 



●東日本大震災直後に三陸漁村被災調査を実施 
 2011年4月3日~4月6日 
『東北大震災津波被災集落緊急報告』として公開 
 2011年4月30日 

主な調査研究 

● 「東北日本沿岸地域の被災集落再生に向けた環境共生 
 ・参加型空間計画手法に関する研究」 
 三井物産環境基金（東日本大震災復興助成（研究助成） 
 2011年9月～2014年9月）を実施（継続中） 

●福岡県西方沖地震復興計画地（玄界島）、 
 新潟中越地震復興集落等（山古志、東山等） 
 能登復興集落等（道下、黒島）の合同調査を実施 



大会研究集会 

震災関連 
●2010大会PD 
 「安心して住み継げる故郷（くに）づくり －自然災害、大規模事業、地域衰退にどう取り

組むか－」 
  
●2011年大会研究懇談会 
 「漁村集落再生のシナリオ－東日本大震災からの復興－」 
  
●2012大会研究協議会 
 「新たな漁村のかたち－東日本大震災からの復興ー」  

他 
●2010大会研究協議会 
 「農村共働空間の構築へ向けて －新たな地域空間戦略の構想－」 
  
●2011年大会研究協議会 
 「未来の景を育てる保全－農山漁村の地域づくりと文化的景観－」 
  
●2012大会研究懇談会 
 「東海地域の地域づくりにみる農と工のローカルな関係」  



主な小委員会活動 集落復興デザイン策定ワークショップ等開催 
2010年8-2月（新潟県小国町） 

・人口約6500人、33集落、高齢化率34.6％、豪雪地帯の中山間地域 
・2004年中越地震被災、2005年長岡市に合併、以降、震災復興基金を活用しながら、 
 復旧を超えた地域復興と継続を目的として2007年設立したまちづくりNPO法人 
 MTNサポートの活動を小委員会活動としてサポート 
・地域組織の活動は、直売所・交流拠点の経営、コミュニティバス運営、人材育成、 
 多岐にわたる 
・公共サービスニーズ調査、集落デザインワークショップ、研究交流会開催、等 



主な小委員会活動 

・人口約300人の集落。 

・震災前には集落の将来計画を策定、積極的な地域運営を実施していたが、 

 福島原発に近く、観光・農畜産物販売等で甚大な風評被害が出ている地区 

・小委員会と、地区評議員・婦人会・行政区員・PTA役員との研究交流会開催 

 今後の地域づくりの展開方法に関して懇談・議論 

地域運営交流会、現地調査開催  
2012年11月（宮城県丸森町羽出庭地区） 



主な小委員会活動 
 
文化的景観の特徴を「座学と実地見学・踏査の組み合わせ」により学ぶプログラム 
住民・研究者・地元行政による講義と踏査指導 

文化的景観フィールドスクールの試験的開催2010
年（和歌山県田辺市中辺路町近露） 



主な小委員会活動 文化的景観フィールドスクールの第１回開催 
2012年３月17日＋18日 兵庫県高砂市魚橋地区 

 東播磨の竜山石の文化的景観について、地質・伝統的採石産業遺構・石積み構造物・ 

 石材の町並みの関係を座学と実地見学・作業見学により学ぶプログラム 
 



主な小委員会活動 文化的景観フィールドスクールの第2回開催 
2013年３月16日＋17日（泉佐野市大木地区） 

中世荘園「日根荘（ひねのしょう）」遺構と近現代の町並みが融合する文化的景観 
遺構の見方、生態学的環境の見方、民家の見方や、景観保全の計画化のアイデアを 
座学で議論し、実地踏査により確認し学ぶプログラム 
 



主な小委員会活動 研究会「むらを住み継ぐカタチ#01」 
2012年12月（丹波市青垣） 

関西大学佐治スタジオ 

関西大学が兵庫県丹波市青垣で活動してきた、かかわり続ける「定住のカタチ」 

について、中心となり担ってきた出町慎研究員の人生観などを交えつつ意見交換。 

来年度は6月に徳島、秋に和歌山にて研究会を開催する予定。 



情報発信 

・農山漁村景観保存小委員会（2006-09） 

・各地事例調査、大会PD（2008） 

・農山漁村文化景観小委員会（2010-2011） 

の成果を踏まえて執筆・編集 

 

★月刊文化財平成24年11月No.590 

「文化的景観の関連図書紹介」 

 鈴木地平より紹介 

書籍『未来の景を育てる挑戦』の出版 
2011年8月（技報堂出版） 



情報発信 農村計画委員会ホームページの充実 



過去10年の実績 

 2003年：韓国・清州 

 2004年：日本・仙台 

 2005年：韓国・慶州 

 2006年：日本・那覇 

 2007年：韓国・淳州 

 2008年：日本・札幌 

 2010年：韓国・ソウル 

 2012年：日本・山口 

国際交流 日韓研究会 1996年～実施 

韓国農村建築学会とほぼ毎年相互交流を実施 
2011年度は東日本大震災により延期になったが、今年度は2013年３月、山口で開催 

今後とも交流を深め、日韓双方の学術向上に努めていくことを確認しあった。 



来年度事業 2013年度日本建築学会技術部門設計競技 

次世代に継ぐ住宅の再建計画 
－東日本大震災からの復興－ 

被災者が移転用地を得て、自力で生活 

再建する住宅についての提案。 

次世代へ発展的に継承できる住宅の再 

建計画を期待している。 
 
提出期限：2013年6月7日（金）17時 
 



ご清聴ありがとうございました 
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